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新型コロナウイルス感染症はまったくの新しい疾患であるためその疫学知見は極めて

乏しい。加えて新しい疾患であるため治療法も確立していない。そこでこの有事に上記

の点について知見を得るために本研究が計画された。

COVID-19への臨床的な知識の取得を行うため本研究を施行した。結果的にレジスト

リを迅速に構築し、合計で国内で3万5千人以上のデータを登録することが出来た。
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Ａ．研究目的 

コロナウイルスはエンベロープを持つRNAウ

イルスである。従来感冒を含む急性気道感染症の

原因ウイルスとして4種類のコロナウイルスが報

告されていた。これに加えてSARSコロナウイル

ス（SARS-CoV)とMERSコロナウイルス(MERS-

CoV)が存在する。新型コロナウイルス感染症は、

2019年12月に中国の武漢市で初めて患者が報告

された。その後、新型のコロナウイルスが病原体

であることが確認された(1)。今回のアウトブレイ

クで患者から検出されたコロナウイルスが、Seve

re acute respiratory syndrome coronavirus, 

（SARS-CoV）とウイルス学的に類似しているた

め、SARS CoV-2と呼ばれるようになった。また、

WHOは本ウイルスによる感染症の呼称をCorona

virus Disease 2019 (COVID-19)と決定した。 

新型コロナウイルス感染症はまったくの新しい

疾患であるためその疫学知見は極めて乏しい。そ

こでこの有事に上記の点について知見を得るため

に本研究が計画された。本研究は2019年度－2020

年度に行われたレジストリ研究の後継研究として、

2020年度に施行した。 

 

Ｂ．研究方法 

1. 新型コロナウイルス感染症の発⽣動向の調査分

析を⾏うために、新型コロナウイルス感染症の⼊

院患者のデータを登録する全国レジストリを20

19年度－2020年度に遂行した。2020年度には、

本研究の後継研究として、前研究で構築され

た研究体制を用いてレジストリ研究を改めて

施行した。 

 
Ｃ．研究結果 

1. 前研究では新型コロナウイルス感染症の入院

患者のデータを登録する全国レジストリを整

備し、2020年3月に運用を開始した。本研究は

その後継研究として行ったが、両方の研究で

併せて、2021年4月5日確認段階で925の医療機

関が参加し、36,288例の入院患者のデータの

登録が終了している。また本研究のデータを

基に2編の研究が論文化された3,4)。本レジスト

リのデータは新型コロナウイルス感染症に関

連する厚生労働省の審議会等で複数回引用さ

れた。 

 

Ｄ．考察 

1. 新型コロナウイルス感染症の入院患者のデー

タを登録する全国レジストリを整備した。本

レジストリのデータは新型コロナウイルス感

染症に関連する厚生労働省の審議会等で複数

回引用された。また、新型コロナウイルス感染

症の薬剤開発の段階で本レジストリのデータ

をヒストリカルコホートとして用いるなどの

案も提示されている。新興感染症発生時には

政策決定の指針とする、研究開発の参考とす

るなどの理由でレジストリのデータを用いる

事が極めて有用であることが示された。今後

は有事にレジストリを如何に速やかに構築す

るか、データの入力を行う現場の負担を如何

に低減するか、得られたデータの民間利用も

含む利活用の体制をどう整えていくかが課題

として残されている。 

 

Ｅ．結論 

COVID-19への臨床的な知識の取得と、治療薬

の開発を行うため本研究を施行した。結果的にレ

ジストリを迅速に構築し、国内で3万5千人以上の

データを登録することが出来た。 
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 3.その他 
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